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地
域
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
実
践
的
に
取

り
組
む
多
摩
区
・
３
大
学
連

携
協
議
会
の
平
成
２３
年
度
事

業
報
告
が
５
月
８
日
、
多
摩

区
役
所
で
行
わ
れ
た
。

本
事
業
に
は
本
学
か
ら
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の

「
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
応

用
演
習
」
（
担
当
・
上
平
崇

仁
教
授
、
栗
芝
正
臣
准
教

授
）
を
履
修
し
た
２
年
次
生

（
当
時
）
３７
人
が
参
加
。
登

戸
小
６
年
生
の
理
科
「
大
地

の
つ
く
り
」
に
関
連
の
体
験

型
学
習
教
材
を
開
発
、
昨
年

１２
月
に
登
戸
小
で
授
業
を
行

い
、
今
年
３
月
に
は
発
表
会

が
多
摩
市
民
館
で
開
か
れ
成

果
を
発
表
し
た
。

当
日
は
上
平
教
授
と
栗
芝

准
教
授
、
Ｓ
Ａ
と
し
て
参
加

し
た
長
沢
成
暁
さ
ん
（
ネ
ッ

ト
情
報
４
）
、
成
毛
美
帆
さ

ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）
が
多

摩
区
の
池
田
健
児
区
長
に
報

告
し
た
。

池
田
区
長
は
「
登
戸
小
か

ら
は
、
皆
さ
ん
の
教
材
が
大

変
役
立
っ
た
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。
今
後
も
大
学
と
の
協

力
関
係
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
さ
ら

な
る
連
携
へ
期
待
を
込
め

た
。

本
学
経
済
学
部
の
教
員
が

各
回
テ
ー
マ
別
に
講
義
を
行

う
公
開
講
座
「
日
本
経
済
の

再
生
―
震
災
を
越
え
て
」

（
全
６
回
）

が
５
月
１９
日

か
ら
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で

始

ま

っ

た

（
６
月
２３
日

ま
で
）。

第
１
回
は

「
産
業
競
争

力
の
再
生
―

車
と
電
機
の

分
か
れ
道
」

を

テ

ー

マ

に
、
西
岡
幸
一
経
済
学
部
教

授
が
講
義
。
長
い
間
、
日
本

経
済
の
根
幹
を
担
っ
て
き
た

自
動
車
産
業
と
電
機
産
業
に

つ
い
て
語
っ
た
。
長
引
く
不

況
や
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
」
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震

災
な
ど
、
経
済
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
出
来
事
が
続
き
、
ま

た
海
外
企
業
の
台
頭
も
あ
っ

て
、
か
つ
て
の
よ
う
な
勢
い

を
失
い
つ
つ
あ
る
日
本
経
済

再
生
へ
の
ヒ
ン
ト
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
探
っ
た
。
興
味

深
い
講
義
に
１
５
０
人
余
の

参
加
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。西

岡
教
授
は
「
過
剰
に
品

質
を
重
視
し
、
新
興
国
市
場

に
対
応
し
た
競
争
力
の
あ
る

低
価
格
製
品
が
な
い
の
が
日

本
の
欠
点
。
価
値
品
質
で
海

外
企
業
に
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
」
と
、
メ
ー
カ
ー
側
視
点

の
「
製
造
品
質
」で
は
な
く
、

需
要
側
の
「
価
値
品
質
」「
使

用
品
質
」
を
も
っ
と
重
視
す

べ
き
だ
と
語
っ
た
。

本
学
着
任
前
は
、
日
本
経

済
新
聞
の
記
者
と
し
て
多
く

の
一
流
企
業
の
ト
ッ
プ
を
取

材
し
、
経
済
の
動
き
を
間
近

に
見
て
き
た
西
岡
教
授
は
、

豊
富
な
具
体
例
で
分
か
り
や

す
く
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
講
義
。
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

の
あ
る
内
容
に
、
参
加
者
は

満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福

島
第
１
原
発
事
故
で
東
京
・

神
奈
川
周
辺
に
避
難
し
て
い

る
方
々
の
心
の
ケ
ア
支
援
や

無
料
相
談
を
行

っ
て
い
る
心
理

教
育
相
談

室

（
室
長
∥
藤
岡

新
治
人
間
科
学

部
教
授
）
は
被

災
地
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
活
動
や
研
修

会
を
開
い
て
い

る
。５

月
１５
、
１７

の
両
日
は
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
心
理
学
者
３
人
を
招

き
、
被
災
者
支
援
交
流
会
を

臨
床
心
理
士
、
臨
床
心
理
学

専
攻
の
大
学
院
生
ら
同
相
談

室
の
メ
ン
バ
ー
２０
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

３
人
は
津
波
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
の

山
田
町
と
岩
手
大
学
な
ど
を

訪
れ
た
心
理
学
者
の
リ
ン
・

ペ
イ
ジ
さ
ん
、
ロ
ス
・
マ
ジ

ロ
ス
さ
ん
と
林
陽
子
さ
ん
。

リ
ン
さ
ん
は
、
昨
年
１１
月
に

も
来
日
し
、
同
相
談
室
研
修

会
の
講
師
を
務
め
、
大
学
院

生
た
ち
と
交
流
し
た
。

参
加
者
は
、
３
人
が
現
地

の
人
々
に
聞
き
取
り
を
し
、

ビ
デ
オ
撮
影
し
た
山
田
町
で

の
映
像
を
見
な
が
ら
、
歴
史

や
経
験
（
津
波
被
害
）
か
ら

学
ぶ
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め

て
認
識
し
た
。

ほ
ぼ
単
一
民
族
の
日
本
に

比
べ
、
多
民
族
国
家
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
被
災
地

支
援
の
方
法
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
む
。
人
間
が
幸
福
に

な
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
生

き
、
物
事
を
考
え
た
ら
い
い

の
か
を
研
究
す
る
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
い
て
も
将
来

を
前
向
き
に
見
据
え
る
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
を
行
う
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
支
援
の
在
り
方

に
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。

心
理
教
育
相
談
室
主
催
の

一
般
公
開
講
座
「
加
齢
が
認

知
機
能
に
与
え
る
影
響
と
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
５
月
１２

日
、
本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
講

師
は
岡
村
陽
子
人
間
科
学
部

准
教
授
。

は
じ
め
に
加
齢
に
よ
っ
て

訪
れ
る
身
体
面
、
認
知
面
の

変
化
に
つ
い
て
解
説
。
岡
村

准
教
授
は
、
「
新
し
い
状
況

や
未
知
の
問
題
に
対
し
て
柔

軟
に
対
応
す
る
能
力
（
流
動

性
知
能
）
は
年
齢
と
と
も
に

低
下
し
て
い
く
が
、
練
習
や

教
育
な
ど
の
過
去
の
学
習
経

験
を
通
し
て
確
立
さ
れ
た
判

断
力
や
習
慣
（
結
晶
性
知

能
）
は
加
齢
に
よ
っ
て
も
変

化
し
な
い
」
と
語
っ
た
。

後
半
の
講
義
で
は
認
知
症

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
原

因
や
症
状
だ
け
で
な
く
、
認

知
障
害
の
改
善
を
は
か
る
た

め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
も
解
説
し
た
。

４０
人
の
参
加
者
は
熱
心
に

メ
モ
を
と
り
、
最
後
の
質
疑

応
答
で
は
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。
当
日
は
心
理

学
研
究
科
の
大
学
院
生
が
認

知
テ
ス
ト
体
験
の
際
に
手
伝

い
を
す
る
な
ど
協
力
し
た
。

ま
た
、
講
座
で
紹
介
し
た

認
知
訓
練
や
認
知
機
能
に
関

す
る
相
談
は
、
通
常
の
相
談

室
で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

５
月
９
日
か
ら
２９
日
ま
で

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
専
修
大
学
図
書
館
春
の

企
画
展
「
は
じ
め
て
観
る
マ

ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
―
世
界
で

ひ
と
つ
と
い
う
魅
力
―
」
の

講
演
会
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
５
月
１９
日
に
開
か
れ
、

お
よ
そ
３０
人
が
聴
講
し
た
。

は
じ
め
に
松
下
知
紀
専
修

大
学
文
学
部
教
授
が
「
西
洋

写
本
と
文
化
の
伝
承
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
世
界
各
国
の

博
物
館
な
ど
に
保
存
さ
れ
て

い
る
西
洋
写
本
（
マ
ニ
ュ
ス

ク
リ
プ
ト
）
の
画
像
を
示
し

な
が
ら
、
そ
の
歴
史
や
魅
力

を
解
説
し
た
。
聴
講
者
は
、

「
書
画
カ
メ
ラ
」
で
映
し
出

さ
れ
た
美
し
い
西
洋
写
本
の

数
々
に
魅
せ
ら
れ
た
様
子
だ

っ
た
。

続
い
て
「
『
薔
薇
物
語
』

の
世
界
―
夢
と
ア
レ
ゴ
リ

ー
」
と
題
し
て
、
白
百
合
女

子
大
学
文
学
部
の
篠
田
勝
英

教
授
が
、
中
世
の
西
洋
写
本

に
つ
い
て
の
概
論

と
、
西
洋
写
本
の

代
表
的
な
作
品
の

ひ
と
つ
で
あ
る

「
薔
薇
物
語
」
に

つ
い
て
解
説
。
聴

講
者
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。

講
演
会
終
了
後

は
図
書
館
本
館
で

貴
重
な
西
洋
写
本

を
鑑
賞
し
な
が
ら

松
下
教
授
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
た
。

公
開
講
座
情
報

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
不
安
、
う
つ
、
妄
想
に
挑

む
心
理
学

臨
床
と
基
礎
の

融
合
を
目
指
し
て
」

▽
日
時
∥
６
月
１６
日
（
土
）

１３
時
３０
分
～
▽
会
場
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０
１
教

室
▽
研
究
報
告
∥
大
久
保
街

亜
人
間
科
学
部
准
教
授
▽
講

演
∥
金
井
嘉
宏
氏
（
東
北
学

院
大
学
准
教
授
）
／
国
里
愛

彦
氏
（
早
稲
田
大
学
助
手
）

／
浅
井
智
久
氏
（
千
葉
大
学

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
▽
指
定
討
論

∥
長
田
洋
和
人
間
科
学
部
教

授
（
同
セ
ン
タ
ー
代
表
）

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
協
働
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
～
被
災
地
に
お
け
る
社
会

関
係
資
本
を
活
か
す
試
み
～
」

▽
日
時
∥
７
月
１４
日（
土
）１３

時
～
▽
会
場
∥
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
７
３
１
教
室
▽
基
調
講

演
∥
野
田
武
則
・
釜
石
市
長

／
玄
田
有
史
・
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
教
授
▽
被
災

地
・
石
巻
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

∥
大
矢
根
淳
・
人
間
科
学
部

教
授
／
李
東
勳
・
石
巻
専
修

大
学
経
営
学
部
准
教
授
／
布

施
龍
一
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
東
北
代
表
▽
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
両
講
座
の
申
し
込
み
先
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本
書
は
経
営
学
部
１
年
次
生

対
象
の
「
経
営
入
門
」
を
担
当

す
る
５
人
の
教
員
に
よ
る
共
著

で
あ
る
。
企
業
を
ど
の
よ
う
に

か
じ
取
り
す
べ
き
か
、
組
織
メ

ン
バ
ー
は
ど
う
考
え
、
ど
う
行

動
す
べ
き
か
を
世
に
問
う
て
い

る
。
「
企
業
論
」
「
組
織
と
戦
略

編
」
「
会
社
と
社
会
編
」
「
会
社

と
世
界
編
」
「
経
営
学
と
そ
の

研
究
法
編
」
の
５
部
構
成
に
な

っ
て
お
り
、
初
学
者
が
経
営
学

の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
最

新
の
話
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
付
録
の
経
営
（
学
）
関
連

年
表
に
は
１
８
８
０
年
創
立
の

本
学
が
日
本
で
は
最
も
長
い
歴

史
を
誇
る
大
学
の
１
つ
で
あ

り
、
今
年
５０
周
年
を
迎
え
た
経

営
学
部
も
わ
が
国
経
営
学
教
育

の
黎
明
期
に
設
立
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
学
文
社

・
本
体
２
１
０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
か
と
う
・
し
げ

お
）
経
営
学
部
教
授

共
著
者
（
か
さ
は
ら
・
し
ん

い
い
ち
ろ
う
）
経
営
学
部
教
授

／
（
い
ま
い
・
ま
さ
か
ず
）
経
営

学
部
教
授
／
（
や
ま
だ
・
こ
う

じ
）経
営
学
部
准
教
授
／
（
ま
じ

ま
・
た
か
し
）経
営
学
部
准
教
授

社
会
科
学
に
お
け
る
デ
ー
タ

解
析
の
環
境
は
格
段
に
向
上
し

た
一
方
、
容
易
に
分
析
が
「
で

き
て
し
ま
う
」
こ
と
は
危
険
も

は
ら
ん
で
い
る
。
分
析
手
法
に

関
す
る
正
し
い
理
解
が
な
い
と

使
い
方
を
間
違
え
、
誤
っ
た
解

釈
や
結
論
を
導
い
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
誤
用

を
防
ぐ
に
は
、
分
析
の
「
し
く

み
」
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い

る
。
そ
の
前
提
の
下
で
「
ど
の

よ
う
な
時
に
ど
う
使
え
ば
い
い

の
か
」
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
た
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。

商
学
が
専
門
で
あ
る
奥
瀬
が

講
義
経
験
を
も
と
に
本
文
を
執

筆
、
情
報
科
学
が
専
門
で
あ
る

久
保
山
が
関
連
情
報
を
紹
介
す

る
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
た
。
（
講

談
社
・
本
体
１
８
０
０
円
＋

税
）共

著
者
（
お
く
せ
・
よ
し
ゆ

き
）
∥
商
学
部
教
授
。
主
な
担

当
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
」
「
消
費
者
行
動
」

心
理
教
育
相
談
室
が
公
開
講
座

経
済
学
部

公
開
講
座

「
日
本
経
済
の
再
生
―
震
災
を
越
え
て
」

美しい西洋写本の世界を紹介

▲ 講演する白百合女

子大・篠田教授

経
営
入
門

岡村准教授が講演

―
よ
い
経
営
の
創
り
方
、

よ
い
経
営
学
の
学
び
方
―

西
岡
教
授
が
第
１
回
講
演

▲ 岡村准教授の講演に熱心に

聴き入る参加者

「加齢が認知機能に与える

影響と脳トレーニング」

低
迷
す
る
日
本
経
済
復
活
の
ヒ
ン
ト
探
る

加
藤
茂
夫

編
著

笠
原
伸
一
郎
・
今
井
雅
和
・

山
田
耕
嗣
・
間
嶋
崇

共
著

▲ １５０人超が熱心に聴講した

図書館 春の企画展で講演会とギャラリートーク図書館 春の企画展で講演会とギャラリートーク

▲ 松下文学部教授によるギャラリートーク

経
済
・
経
営
・

商
学
の
た
め
の

実
践
デ
ー
タ
分
析

―
ア
ン
ケ
ー
ト
・
購
買

履
歴
デ
ー
タ
を
い
か
す
―

多
摩
区
・
３
大
学

連
携
事
業

心
理
教
育
相
談
室

豪
・
心
理
学
者
を
招
き

被
災
者
支
援
交
流
会

多
摩
区
長
に

成
果
を
報
告

大
学
院
生
ら
２０
人
が
参
加

奥
瀬
喜
之

共
著

▲ ビデオ撮影した被災地の映像を

見ながら教訓の大切さを学んだ

▲ 池田区長（右奥）に成果報告

（２）２０１２年（平成２４年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０１号


